
大きく育って！（大野小学校児童によるやまめの放流）

● 平成22年度国民健康保険税が決定しました

● 65歳以上の方の介護保険料が決まりました
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市 民 広 場

い
つ
も
楽
し
く
、
遊
び
心
を
持
っ
て
！

三
苫
 
 
真
さ
ん
︵
前
津
江
町
大
野
︶

﹁
ほ
か
の
地
域
に
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
﹂

 
三
苫
さ
ん
は
、
木
材
関
係
の
仕
事
に
携

わ
り
な
が
ら
、
遊
楽
衆
の
代
表
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

︱
遊
楽
衆
と
は
︱

 

 
遊
楽
衆
と
は
、
﹁
遊
び
な
が
ら
、
楽
し

く
集
ま
る
衆
︵
仲
間
︶
﹂
と
い
う
意
味
の

造
語
で
、
平
成
10
年
に
結
成
し
た
﹁
大
野

夏
祭
り
実
行
委
員
会
﹂
が
前
身
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
30
代
か
ら
50
代
ま
で
の

会
員
15
人
が
活
躍
し
て
お
り
、
私
は
昨
年

か
ら
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

 

︱
遊
楽
衆
の
活
動
は
︱

  

私
た
ち
遊
楽
衆
は
、
前
津
江
町
の
大
野

地
域
を
拠
点
に
活
動
し
、
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
と
ん
ど
に
何
ら
か
の
形
で
参
加
し

て
い
ま
す
。

 

 
春
の
津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き
に
始

ま
り
、
夏
に
は
草
刈
り
作
業
と
大
野
夏
祭

り
、
秋
は
奥
日
田
グ
リ
ー
ン
マ
ラ
ソ
ン
や

前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
そ
し
て
年
末

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

子
ど
も
た
ち 

の
興
味
津
々
な
表
情
や
に
ぎ

や
か
な
笑
い
声
が
イ
ベ
ン
ト
を
彩
り
、
見

ど
こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

  

お
祭
り
好
き
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
仕

事
の
都
合
等
で
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
は

夏
祭
り
の
と
き
く
ら
い
で
、
お
お
む
ね
半

数
か
ら
３
分
の
２
程
度
が
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
遊
び
、
楽
し
み
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

 

 
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
参
加
に
向
け
て
、

日
程
や
内
容
な
ど
を
会
員
み
ん
な
で
い
ろ

い
ろ
話
し
合
っ
て
ま
と
め
て
い
く
の
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
一
番
楽
し
い
時
間
で

す
ね
。 

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

  

私
た
ち
遊
楽
衆
が
明
る
く
、
積
極
的
に

活
動
で
き
て
い
る
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て
参
加
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

 

 
遊
楽
衆
と
し
て
は
、
今
後
も
メ
ン
バ
ー

全
員
が
協
力
し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

遊
楽
衆
の
﹁
型
に
縛
ら
れ
ず
、
気
軽
に

集
ま
れ
る
仲
間
集
団
﹂
と
い
う
魅
力
を
更

に
強
め
て
、
前
津
江
町
の
遊
楽
衆
の
よ
う

に
な
り
た
い
、
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
有
名

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
町
内
に
住
む
一
人
の
住
民
と
し

て
、
ほ
か
の
地
域
に
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

模
索
し
な
が
ら
、
私
に
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三苫さんが代表を務める遊楽衆は年間を通して様々なイベントに参加

ゆ
う
ら
く
し
ゅ
う

ゆ
う
ら
く
し
ゅ
う

ま
こ
と
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⑩

﹁
た
か
ま.

ｎ
ｅ
ｔ
﹂

毎年お盆に三隈川沿いで行われる水面の盆
 様々なイベントが企画され多くの人が訪れる恒例
行事となっている

日ごろの点検が大切です

地域の皆さんと防火・初期消火に努めます！ 

日
田
方
面
団
 
三
花
分
団

大
山
方
面
団
 
第
３
分
団

み
ん
な
が
集
ま
り
た
く
な
る
空
間
を
提
供
し
た
い

ネ
 
ッ
 
ト

  

 
今
号
で
は
、
市
内
で
活
躍
す
る
グ
ル
ー

プ
﹁
た
か
ま．

ｎ
ｅ
ｔ
﹂
を
紹
介
し
ま
す
。

 

 
た
か
ま．

ｎ
ｅ
ｔ
は
、
平
成
18
年
、
お
盆

の
時
期
に
屋
形
船
の
利
用
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
女
性
３
人
が
、
屋
形
船

を
使
っ
て
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
考

え
た
こ
と
か
ら
結
成
。
グ
ル
ー
プ
名
は
、
３

人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
頭
文
字
を
取
り
、

た
か
ま．

ｎ
ｅ
ｔ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
現
在
、
20
代
か
ら
30
代
ま
で
の
約
15
人

が
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
し
て
お
り
、
会
の
結

成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
﹁
水

面
の
盆
﹂
を
始
め
、
市
内
で
毎
年
開
催
さ

れ
る
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
や
千
年
あ
か
り
な

ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
会
に
は
厳
し
い
規
則
や
条
件
が

な
く
、
誰
で
も
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
で
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
自
由
に

参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

 

 
代
表
の
高
倉
貴
子
さ
ん
は
﹁
住
民
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
だ
っ
た
り
、
地
域
の

活
性
化
だ
っ
た
り
、
私
た
ち
の
目
指
す
目

的
は
、
市
内
で
活
動
す
る
ほ
か
の
団
体
と

同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た

ち
と
活
動
し
な
が
ら
、
日
田
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
ん
で
す
。
日
田
市
連
合
青
年

団
が
解
散
し
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
数

も
、
ま
た
、
団
体
と
し
て
活
動
す
る
若
い

世
代
の
人
た
ち
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
だ
け
で
な

く
、
若
い
グ
ル
ー
プ
の
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
ま
す
﹂
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

     
﹁
団
結
・
平
等
・
親
睦
﹂
が
モ
ッ
ト

ー
の
三
花
分
団
は
、
高
尾
分
団
長
の
下
、

三
和
・
花
月
地
域
を
拠
点
に
、
現
在
30

人
で
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
月
１
回
の
車
両
点
検
や
消
火
栓
・
防

火
水
槽
の
点
検
等
を
行
い
な
が
ら
、
自

治
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

三
花
分
団
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
あ
る
親
睦
会

等
で
は
、
団
員
間
の
親
睦
や
団
結
力
を

深
め
て
お
り
、
普
段
か
ら
家
族
の
よ
う

な
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
な
お
、
三
花
分
団
で
は
、
団
員
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
災
奉
仕
活
動

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
。
是
非
、
近
所
の
分
団
員

ま
で
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 
私
た
ち
第
３
分
団
は
、
大
山
町
西
部

の
山
地
に
囲
ま
れ
た
地
域
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
急
し
ゅ
ん
な
地
形
も
多
く
、

自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
域
で
す
。

 

 
今
年
度
は
、
１
人
の
入
団
が
あ
り
ま

し
た
が
、
か
つ
て
は
24
人
い
た
団
員
も

10
人
に
ま
で
減
少
し
、
防
災
活
動
時
の

各
団
員
の
負
担
が
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
団
員
の
勤
務
地
が
遠
い
た
め
、
緊

急
時
の
出
動
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が

多
い
の
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

 

 
そ
の
た
め
、
地
域
で
初
期
消
火
訓
練

を
指
導
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

 
堅
苦
し
い
紹
介
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
ご
ろ
は
﹁
楽
し
く
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

み
な

も
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税率（額）

８. １８％

２４, ０００円

１９, ０００円

区分

所得割額

均等割額

平等割額

医療分

税率（額）

２. ５７％

７, ２００円

６, ２００円

区分

所得割額

均等割額

平等割額

後期高齢者支援金分

税率（額）

２. ４３％

９, ２００円

５, ４００円

区分

所得割額

均等割額

平等割額

介護納付金分

０歳から74歳までの方 

医療分と後期高齢者支援金分を合わせて納付します。 

※ただし、40歳から64歳までの方は介護納付金分も合わせ

 て納付します。

40歳から64歳までの方 

医療分、後期高齢者支援

金分、介護納付金分を合

わせて納付します。

 平成22年度 国民健康保険税の税率（額）

 国民健康保険税とは

 国民健康保険に加入している世帯の所得額や人数などにより計算された額の合計額のことで、次の３

つに分かれています。

 ・医療分 医療費や健康づくり事業等の費用を賄うためのもの（限度額50万円）

 ・後期高齢者支援金分 後期高齢者の医療に係る費用を支援するもの（限度額13万円）

 ・介護納付金分 40歳から64歳までの方（第２号被保険者）に負担していただくもの（限度額10万円）

 ※国民健康保険税は、世帯主がその世帯の保険税をまとめて納めます。

 ・所得割額 世帯の国民健康保険加入者の所得に応じて計算される額

 ・均等割額 国民健康保険加入者の一人当たりの額

 ・平等割額 １世帯当たりの額

  国民健康保険に加入している方に負担していただく平成22年度分の保険税率（額）

が決まりました。

  今年度は、国民健康保険事業を運営する上で、医療分の税率を引き上げる必要があり、

また、国の定めた基準に応じて税率を算定した結果、後期高齢者支援金分、介護納付

金分についても国民健康保険税率を引き上げることになりました。

国民健康保険税が決定しました国民健康保険税が決定しました

平成22年度
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 国民健康保険税の納付方法

 ・口座振替や納付書による納付（普通徴収）

 ・年金からの引き落としによる納付（特別徴収）

 

  国民健康保険税の納付月

  国民健康保険税の納税通知書と第１期分の納付書を送付しますので、納期限までに収めてください。

 ■納期限 ８月２日㈪

 ■国民健康保険税の納期 ７月～翌年２月までの８回

 ※保険税が年金から引き落とされる方の納期は、年金受給月（４月、６月、８月、10月、12月、２月）

の月末となります。

 ※納税通知書の内容などの詳細は、税務課市民税係にお問い合わせください。

 

   国民健康保険税の支払方法を変更することができます

  現在、年金からの引き落としによる納付を行っている方や今後、年金からの引き落としによる納付が

始まる方は、保険税を口座振替で支払うことができます。

 ■申込先 税務課市民税係

 ※事前に申込みが必要です。

 ※納付書による納付を行っている方も口座振替に変更することができます。

 ※支払方法の変更に関する詳細は、税務課市民税係にお問い合わせください。

 

  倒産・解雇等による離職者の方への国民健康保険税の減免

  次に該当する方が、申請の対象となります。減免を希望する方は、申込みが必要です。

 ■対象 失業等の給付を受ける方のうち

 ・雇用保険の特定受給資格者（倒産・解雇などによる離職）

 ・雇用保険の特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）   

 ■軽減額 前年の給与所得を100分の30とみなして算定

 ■軽減期間 離職日の翌日から翌年度３月末まで

 ・平成21年３月31日から平成22年３月30日までに離職した方の場合

  平成22年度分のみが軽減

 ・平成22年３月31日以降に離職した方の場合

  離職日の翌日から翌年度末までの分が軽減

 ■申込みに必要な書類 雇用保険受給資格者証

 ■申込先 社会保険課国保・年金係

 ※詳細は、社会保険課国保・年金係にお問い合わせください。

【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

       税務課市民税係     ☎２２－８３９６（市役所１階）
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※平成21年度から介護サービス費用が改定されたことに伴い、保険料の急激な上昇を抑える

ため、平成22年度は、国が費用の一部を負担しています。

  日田市の介護保険料基準額（年額）は、次のとおりです。

 ・平成22年度 ４万２２９０円

 ・平成23年度 ４万２９４０円

介護保険料の決まり方

  65歳以上の方の介護保険料は、市町村ごとに算出した介護保険料の基準額に、課税額や収入

等によって一定の料率を掛けて算出されます。（この基準額は３年ごとに見直されます）

  平成22年度介護保険料の額は、７ページの表をご覧ください。

 ■日田市の介護保険料の基準額

日田市で必要な介護

サービスの総費用

保険料の基準額（年額）

年額４万２９４０円

65歳以上の方の

負担分（20％）

市内の65歳以

上の方の人数
× ÷ ＝

介護保険料が決まりました

65歳以上の方の

 日田市の65歳以上の方（第１号被保険者）の平成22年度介護保険料についてお知

らせします。
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・生活保護受給者
・老齢福祉年金（※１）受給者で、世帯員全員が
 市民税非課税の方

・世帯員全員が市民税非課税の方で、前年の合
 計所得金額（※２）と課税年金収入額の合計が
 80万円以下の方

・世帯員全員が市民税非課税の方で、所得段階
 第２段階に該当しない方

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本
 人は市民税非課税の方

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本
 人は市民税非課税の方で、前年の合計所得金
 額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方
 
・本人が市民税課税で合計所得金額200万円未
 満の方

・本人が市民税課税で合計所得金額200万円以
 上の方

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1.0

基準額×0.83

基準額×1.25

基準額×1.5

第１段階

 
第２段階

第３段階

第４段階

  特例
  第４段階

第５段階

第６段階

２万１１５０円

３万１７２０円

４万２２９０円

３万５１００円

５万２８６０円

６万３４４０円

平成22年度日田市
介護保険料（年額）

保険料率対象となる方所得段階

 ※１ 老齢福祉年金：次の方が受給している年金

  ・明治44年（1911年）４月１日以前に生まれた方

  ・大正５年（1916年）４月１日以前に生まれ、一定の要件を満たしている方 

  ※２ 合計所得金額：実際の収入から必要経費の相当額を差し引いた額

  ※介護保険料の所得段階は、毎年、個人ごとに決定されます。

 納入通知書をお届けします

  ７月15日に納入通知書を送付しますので、納め忘れのないようにお願いします。

 ・年金から引き落とされる方（特別徴収） 年６回の年金から自動的に引き落とされます。

 ・納付書で納める方（普通徴収） 

 ７月から平成23年２月までの８回に分けて送付される納付書で納めます。

  介護保険料は介護保険の大切な財源です。介護保険料を滞納すると、必要なときに十分なサービスが

利用しにくくなる場合があります。

■平成22年度 介護保険料額

 【お問い合せ】社会保険課介護保険係 ☎２２－８２６４（市役所１階）

 いったんサービス利用料の全額を自己負担しなければならなくな

ります。（９割相当分は、後で申請して払い戻し）

 市から払い戻されるはずの給付費（９割相当分）の一部又は全部

を一時的に差し止めるなどの措置がとられます。滞納が続く場合は、

差し止められた額から保険料が差し引かれる場合もあります。

 保険料を支払うことができなくなり、介護保険料の未納期間に応

じて自己負担が３割に引き上げられ、高額介護サービス・特定入所

者介護サービス費が支給されなくなります。

１年間滞納した場合

１年６か月間滞納した場合

２年以上滞納した場合

介護保険料を滞納すると
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■
範
囲
 
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
除
く
市

内
全
域
の
う
ち
、
希
望
す
る
世
帯
及
び
ア

パ
ー
ト
、
別
荘
、
旅
館
、
事
業
所
等

 

■
業
務
内
容
 
情
報
セ
ン
タ
ー
︵
市
役
所
６

階
︶
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
自
主
放
送

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
、
告
知

放
送
端
末
に
よ
る
行
政
情
報
の
提
供
等

 

■
今
年
度
整
備
す
る
区
域
︵
第
２
工
区
︶

 

・
三
芳
地
区
 
桃
山
町
、
小
ヶ
瀬
町
、
求
町
、

＊
刃
連
町
、
＊
大
部
町
、
＊
日
高
町
、

 
＊
神
来
町
、
＊
古
金
町

 
・
高
瀬
地
区
 
八
幡
町
、
大
日
町
、
南
部
町
、

串
川
町
一
・
二
丁
目
、
＊
琴
平
町
、
＊
誠

和
町
、
＊
上
野
町

 

・
朝
日
地
区
 
君
迫
町
、山
田
町
、＊
朝
日
町

 

・
三
花
地
区
 
財
津
町
、
藤
山
町
、
秋
原
町
、

市
ノ
瀬
町
、
伏
木
町
、
小
河
内
町
、
＊
清

水
町

 

・
西
有
田
地
区
 
三
ノ
宮
町
二
丁
目
、
石
松

町
、
尾
当
町
、
有
田
町
、
＊
坂
井
町
、 

＊
三
ノ
宮
町
一
丁
目

 

・
五
和
地
区
 
石
井
町
一
～
三
丁
目
、
高
井

町
、
内
河
町
、
小
山
町
、
緑
町
一
・
二
丁
目

 

・
光
岡
地
区
 
＊
北
友
田
三
丁
目

 

・
前
津
江
地
区
 
柚
木
自
治
会

 

・
天
瀬
町
 
全
域

※
＊
印
は
、
一
部
の
地
域
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

 

■
申
込
方
法
 
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
込
み

 

※
事
前
に
仮
申
込
み
を
し
て
い
る
方
に
は
、

申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

 

※
仮
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
申
込
み

を
希
望
す
る
と
き
は
、
情
報
課
︵
市
役
所

６
階
︶、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に

備
付
け
の
申
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

■
申
込
受
付
開
始
日
 
７
月
１
日
㈭

 

■
申
込
先

 

 
情
報
課
地
域
情
報
係
︵
市
役
所
６
階
︶

 

■
使
用
料
金

 

 

               

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
や
Ｂ
Ｓ
料
金
は
別
料
金
で

す
。

 

※
事
業
所
は
、
Ｄ
コ
ー
ス
︵
告
知
放
送
端
末

の
み
︶
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

 

※
加
入
促
進
期
間
に
申
込
み
を
行
い
、
承
認

を
受
け
た
方
は
、
加
入
金
を
免
除
し
ま
す
。

 

■
加
入
促
進
期
間

 

 
７
月
１
日
㈭
～
平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

 

■
使
用
料
金
等
の
減
免

 

 

                 

※
加
入
者
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
と
き

は
、
加
入
金
・
引
込
工
事
費
が
免
除
と
な

り
ま
す
。

 

※
各
家
庭
等
へ
の
引
込
工
事
は
、
平
成
23
年

１
月
ご
ろ
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。
な

お
、
供
用
開
始
は
平
成
23
年
４
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
田
市
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
信
さ
れ
る

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
自
主
放
送
は
、
７
月
１

日
か
ら
放
送
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼
情
報
課
地
域
情
報
係

☎
 
８
２
２
９
︵
市
役
所
６
階
︶

  市では、デジタル放送への対応やインターネット通信ができる環

境を整備するため、光ケーブルを敷設する地域情報基盤整備事業（日

田市光ネットワーク事業）を平成21・22年度の２年間で実施して

います。今年度は、第２工区を整備します。

 この機会に、光ネットワーク生活を始めませんか。

実費負担20,000円
40,000円

無料無料

6,000円

2,000円

5,000円

宅内

工事費

引込

工事費

使用料

（月額）
コース 加入金

(A)テレビ放送

(B)インターネット通信

(C)テレビ放送及び

 インターネット通信

(D)告知放送端末のみ

1,000円

1,000円

1,000円

  500円

世帯構成員すべてが65歳以上で、かつ、
市民税非課税であるとき

特別障がい者を有する世帯で、かつ、
世帯構成員すべてが市民税非課税であ
るとき

母子家庭又は父子家庭で、かつ、世帯
構成員すべてが市民税非課税であるとき

加入者が生活保護を受けているとき

月額使用料
（テレビ放送に限る)

減免することができる場合
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日
田
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
と
市
で

は
、
消
費
者
被
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

 

 
今
号
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

   

■
調
査
対
象
 
一
般
消
費
者
５
０
０
人
 

 

■
回
収
率
 
 
93
％

 

 
調
査
で
は
、
過
去
５
年
以
内
に
消
費
生
活

の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
こ
と
、
遭
い
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
方
は
全
体
の

15
％
︵
69
人
︶
で
し
た
。

 
 
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
む
や
み

に
家
の
中
に
入
れ
な
い
、
即
決
・
即
答
を
避

け
る
、
一
人
で
判
断
し
な
い
な
ど
、
自
ら
を

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

 

 
ま
た
一
方
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
時
、

ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
泣
き
寝
入
り
を

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

 
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
家
族
、
友
人
、
各
相
談
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

 

相
談
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

 
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０

 

 
市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
啓
発
活
動
、
情
報
提
供
、
相
談
窓
口

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】商工労政課消費生活・労働福祉係 相談専用ダイヤル ☎２２－９３９３（市役所６階）

■主な悪徳商法

 ・架空請求  債権管理回収会社、公的機関、弁護士事務所などを名乗った身に覚えのない請求書が届いた。

 ・催眠商法  無料で商品がもらえると言われ会場に行ったら、布団・家庭用電気治療器・健康食品等の高額

な商品を売りつけられた。

 ・点検商法  無料で点検をしてくれると言うので見てもらったら、不安をあおるようなことを言われ、高額

な商品やサービスを契約させられた。

 ・ネット詐欺 携帯へ届いたメールやパソコンのホームページにアクセスしただけで、「登録完了」となり、

登録料金や利用料金を請求された。

トラブルに遭った・遭いそうになった
ことのある方の年齢層

30歳代
 17％

40歳代
 16％

50歳代
 23％

60歳代
 16％

70歳代以上
  19％

20歳代
 9％

トラブルを解決した方の解決方法

自分で解決
  55％

家族や知人
に相談21％

市及びその他
の相談機関
   18％

その他 3％大分県消費生活
センター
「アイネス」
  3％

消費者被害に関するアンケート調査結果報告
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ま
ち
の

わ
だ
い

  災害が予想される梅雨入りを前に、６月11日、日田

警察署や大分県ＬＰガス協会日田支部、日田市赤十字奉

仕団など６団体による災害警備救援合同訓練が、三隈川

河川敷（島内橋付近）で行われた。

  合同訓練には約80人が参加。ゴムボートを使った被

災者の救助訓練や倒木撤去訓練などのほか、停電を想定

して、ポリ袋に小分けした米をガスコンロで炊飯する炊

き出し訓練なども行われた。

  ６月13日、天瀬農業公園（ローズヒルあまがせ）で、

天瀬グリーンツーリズム研究会（松浦吐四郎代表）主催

による桑の実の収穫と桑の実ジャム作り体験が行われた。

  あいにくの空模様にもかかわらず、参加者は、約180

本が植栽されている山桑の林で、熟して落果した実を収

集した。また、収集した後の茎を切り取る作業では、実

をほおばる子どもが口の回りを紫色に染めながら、楽し

そうに作業を行った。

災 害に対する備えを

お いしいジャムを作ろう

 もやしの水耕栽培を行っている九州ジージーシー株式会

社（水本勝清代表取締役、本社：竹田市）が、生産・販売

の拡大を図るため、夜明地区に新工場建設を表明。

  ６月25日、大分県庁で立地協定締結式が行われ、広瀬

県知事、水本代表取締役、佐藤市長、杉野市議会議長が立

地協定書に調印した。また、６月30日には、工場建設予

定地で、造成工事に伴う関係者による安全祈願祭が行われ

た。

  新工場は、敷地面積約１ヘクタール、投資額約30億円で、

生産量は日量約60トン、年間販売高は約22億円を見込ん

でいる。従業員は、操業開始時40名、フル稼働時80名を

採用予定で、７月に建設着工、来年４月に稼動開始の予定。

九 州ジージーシー株式会社 日田市に進出
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国 勢調査にご協力を

清 流に親しむ

  10月１日付けで平成22年国勢調査が全国一斉に行わ

れることに伴い、７月１日、国勢調査日田市実施本部が

企画課内に設置された。

  国勢調査は、国や県・市の重要施策の基礎資料となる

もので、大正９年以降５年ごとに行われている。今年は、

全国で約70万人の調査員が、世帯ごとに調査票を配付し、

回収・集計を行う。

 市内でも55人の指導員と396人の調査員が決定して

おり、９月下旬からの調査に向け活動を開始している。

  ７月２日、前津江町の４つの小学校の児童が、やまめ

の稚魚約４万匹を放流した。

  このイベントは、やまめの郷（綾垣一喜代表）や商工

まえつえの協力の下、前津江町の自然に親しんでもらお

うと行われているもので、今年で７回目を迎える。

  大野小学校の全校児童25人は「元気に育って」「やま

めバイバイ」などと声を掛けながら、やまめの稚魚約１

万匹を梅木川に放った。

ホタルでホッ
  毎年、５月下旬から６月中旬ごろにかけてホタルの

美しい乱舞が見られ、市内各地で開催されたホタル祭

りでは、訪れた多くの人を楽しませた。

  そのうち、６月６日に大山町で行われた「第４回ほ

たるコンサートin小切畑」では、ホタルの鑑賞のほか

に、地元小学生によるステージや津軽三味線の演奏、

書の実演などが披露された。

  また、６月12日に行われた天瀬町の「第５回塚田

ホタルまつり」では、出店や竹灯ろうが設置された会

場に地区内外から多くの人が訪れ、幻想的な時間を過

ごした。
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エコ幼稚園・エコ保育園 活動報告
  市では、幼児期から環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・保育園から２園をモデル園に

指定し、環境活動を支援しています。今号では、平成21年度のモデル園の活動を紹介します。

 ・水や物を大切に使います。
 ・草花や虫たちをかわいがります。
 ・私たちの町をきれいにします。

ひまわり保育園

 ・森や川を大切にします。
 ・小さな生き物が住める地球にします。
 ・物を繰り返し大切に使います。

三芳幼稚園

平
成
22
年
度

 

エ
コ
幼
稚
園
・
エ
コ
保
育
園
指
定
書
交
付
式

 

 
平
成
22
年
度
の
モ
デ
ル
園
が
、
三
芳
幼
稚
園
と

ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
決
定
し
、
６
月
８
日
に
指
定
書

交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

  私たちは「自然の恵み・命

・物の大切さ」を中心に活動

しました。

  プラネタリウムを貸し切り、

大気汚染のことや電気の大切

さを学んだり、園庭に「かま

ど小屋」を建て、まきでご飯

や山菜料理を作ったりしまし

た。活動を通して、自然によ

り生かされていることを学び、

自然への感謝の気持ちが

生まれました。

   私たちは、施設を見学した

り野菜を栽培・収穫したり、

いろいろな工夫をこらしなが

らエコ活動を行いました。ま

た、保護者にもこの活動を報

告し、家庭でも地球を愛し守

る意識を高めることができ、

素晴らしい取組になりました。

 これからも自分たちにでき

るエコ活動を続

けていきます。

 身近などんぐりを

使って、いろいろな

 遊びをしました。

 まきを使って

ご飯を炊きました！

 ブルーベリーの

植樹をしました。

 成長が楽しみです！

 ごみを分別する

理由ってなんだろう？

（清掃センターでの

     見学）

るんびにい
保育園

ルーテル
幼稚園
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

高 瀬 地 区
成人・乳幼児健康相談

朝 日 地 区
成人・乳幼児健康相談

大 鶴 地 区
成人・乳幼児健康相談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

６日�・13日�
20日�

（9:00～16:00）

10日�
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

11日�
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

６日�
（9:30～11:30）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成22年３月20日
～４月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

平成22年
１月生まれ

17日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成21年
１月生まれ

18日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
４月生まれ

６日㈮
（9:30～10:30）

中央児童館

19日㈭
（10:00～11:30）

前津江
保健センター

20日㈮
（10:00～11:30）

大山
保健センター

20日㈮
（10:00～11:30）

天瀬児童館

26日㈭
（13:30～14:30）

すぎっ子保育園
（上津江町）

未就学児

ウェルピア１階

※ウェルピアでは、８月は行いません。

大分県
西部保健所

高瀬公民館

20日�
（9:30～11:00）

朝日公民館

20日�
（9:30～11:00）

大鶴公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※すぎっ子保育園・天瀬児童館では、歯
 科相談を行います。
※なかつえ保育園では、８月は行いませ
 ん。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
 や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談
◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
※歯を磨いてきてください。
※１歳６か月児健診は、幼児用歯ブラ
 シを持参してください。
※事前に封書で個別通知します。
※８月２日までに通知のない方は、受
 診する地域の振興局・市役所等に連
 絡してください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ、
 歯磨き指導
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測
定、生活習慣病などに関する相談

◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果
〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）
 に予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療に対する医療費助成も行
 っています。
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公
文
書
の
情
報
公
開
請
求

 

◆
主
な
公
開
請
求
内
容
 

 

・
市
交
際
費
、
各
種
許
可
申
請
、

市
の
発
注
工
事
・
契
約
、
政
務

調
査
費
、
委
託
業
務
の
入
札
、

補
助
金
申
請
、
市
税
等
に
関
す 

る
公
文
書

 

◆
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

 

・
請
求
件
数
 
23
件
︵
う
ち
、
取

り
下
げ
２
件
︶

 

・
処
理
状
況
 
公
開
13
件
、
部
分

公
開
８
件

 

※
部
分
公
開
・
非
公
開
 
個
人
・

法
人
情
報
等
が
記
述
さ
れ
て
い

る
も
の
、
適
正
な
事
務
の
遂
行

に
支
障
を
及
ぼ
す
も
の

  

◆
公
開
率
 
１
０
０
％

 

※
決
定
通
知
書
に
対
す
る
不
服
申

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示
等
請
求

 

◆
開
示
請
求
内
容

  

医
療
に
関
す
る
個
人
情
報

 

◆
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

 

・
請
求
件
数
 
２
件

 

・
処
理
状
況
 
開
示
２
件

 

◆
開
示
率
 
１
０
０
％

 

※
個
人
情
報
の
訂
正
等
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報

開
示
等
の
請
求
手
続
方
法

 

◆
請
求
で
き
る
方

 

・
情
報
公
開
 
ど
な
た
で
も

 

・
個
人
情
報
開
示
等
 
本
人
及
び

市
長
が
定
め
る
代
理
人
等
︵
本

人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

の
提
示
が
必
要
︶

 

◆
請
求
方
法

 

 
い
ず
れ
も
所
定
の
様
式
で
請
求

 

※
情
報
公
開
の
請
求
の
み
、
電
子

メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の

請
求
が
可
能
で
す
。

 

◆
請
求
費
用

 

・
閲
覧
 
無
料

 

・
写
し
の
交
付
 
コ
ピ
ー
＝
Ａ
３

サ
イ
ズ
以
下
１
枚
10
円
、
カ
ラ

ー
の
場
合
は
１
枚
50
円
、
電
磁

的
記
録
媒
体
︵
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
な
ど
︶
は
種
類
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
個
別
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

 

・
郵
送
料
 
自
己
負
担

 

※
公
文
書
︵
個
人
情
報
︶
を
公
開

︵
開
示
︶
で
き
な
い
場
合
は
、

決
定
通
知
書
に
そ
の
理
由
を
記

載
し
ま
す
。

 

※
決
定
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
不
服
申
立
て
が

で
き
ま
す
。

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

 

☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

問

平成21年４月

平成22年３月

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報

 
開
示
等
の
請
求
と
処
理
状
況

公表
します

  新しくなった中央公園の芝生の上で、みんなで楽しく

踊りませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

 ※芝生の上でのイベントのため、ぞうりや下駄（サンダ

ルタイプのもの）など、裏の柔らかいもので参加して

ください。皆さんのご協力をお願いします。

 ※当日参加した方全員に、うちわをプレゼントします。

【問い合わせ】日田まつり振興会事務局（観光・ツーリズム振興課内） ☎２２－８２１０（市役所７階）

～
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くらしの情報
 

 
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
８
月
１
日
か

ら
、
母
子
家
庭
の
母
に
加
え
、
父

子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
本
人

の
申
請
が
必
要
で
す
。

 

■
父
子
家
庭
の
支
給
要
件

 

 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子

ど
も
を
父
が
養
育
し
て
い
る
場
合

①
父
母
が
離
婚
し
た
子
ど
も 

 

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も 

 

③
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
子
ど
も 

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

ど
も
な
ど 

 

※
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

■
支
給
額

 

・
児
童
一
人
の
場
合 

 

 
全
部
支
給
４
万
１
７
２
０
円

 

・
児
童
二
人
以
上
の
場
合︵
加
算
額)

 

 
２
人
目
 
５
０
０
０
円

  

３
人
目
以
降
一
人
 
３
０
０
０
円

 

※
所
得
の
状
況
に
よ
り
支
給
額
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

■
申
請
受
付
開
始
日
 
８
月
２
日
㈪

 

■
申
請
に
必
要
な
書
類

 

・
父
名
義
の
預
金
通
帳

 

・
父
と
子
の
健
康
保
険
証

  

・
国
民
年
金
手
帳
又
は
厚
生
年
金

手
帳

・
印
鑑

 

・
所
得
証
明
書
︵
平
成
22
年
１
月

１
日
に
住
所
が
日
田
市
に
な
か

っ
た
方
の
み
︶

 

・
父
、
子
そ
れ
ぞ
れ
が
記
載
さ
れ

て
い
る
戸
籍
謄
本
︵
日
田
市
で

戸
籍
謄
本
を
取
れ
る
方
は
手
数

料
免
除
︶

 

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
個
々

の
事
情
に
よ
り
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 
■
申
請
方
法
 
こ
ど
も
未
来
室
又

は
各
振
興
局
窓
口
で
申
込
み

 

※
７
月
31
日
ま
で
に
父
子
家
庭
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

は
、
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
、
８
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

  

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

８
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
８
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

 
現
在
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、

現
況
届
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場

所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き

続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
12

月
以
降
の
受
給
が
で
き
な
く
な

 
り
ま
す
。

 

児
童
扶
養
手
当
と
は

 

 
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な
い

児
童
︵
18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
︶
を

養
育
し
て
い
る
父
母
又
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

 

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

資
格
の
更
新
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
︵
所
得
制
限
は
あ
り
ま

す
が
父
子
家
庭
の
方
も
対
象
︶

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

 

 
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
又
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

 

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
障
が
い
を
理
由
に

年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
方
法
 
左
記
の
窓
口
で
申
込
み

 

・
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
こ
と

  

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係 

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

※
各
振
興
局
で
も
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

Ｂ
＆
Ｇ
中
津
江
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル
︵
中
津
江
村
合
瀬
︶

 

■
利
用
期
間
 
７
月
20
日
㈫
～
８

月
31
日
㈫
 
午
後
１
時
～
５
時

 

■
休
館
日
 
毎
週
月
曜
日

 

Ｂ
＆
Ｇ
大
山
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
︵
大
山
町
西
大
山
︶

 

■
利
用
期
間
 
７
月
20
日
㈫
～
８

月
31
日
㈫
 
午
後
１
時
～
５
時

 

■
休
館
日
 
毎
週
月
曜
日

 

天
瀬
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
︵
天

瀬
町
桜
竹
︶

 

■
利
用
期
間

 
６
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈫

 
午
前
10
時
～
午
後
９
時

 

■
休
館
日
 
毎
週
火
曜
日

 

※
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

の
利
用
料
は
、
一
般
１
０
０
円
、

中
学
生
以
下
50
円
で
す
。

 
※
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

 

竹
田
プ
ー
ル
︵
若
宮
町
︶

 

■
利
用
期
間

 
７
月
20
日
㈫
～
８
月
31
日
㈫

 
午
前
10
時
～
午
後
５
時

 

■
料
金
 
無
料

 

■
対
象
 
中
学
生
以
上

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

    

■
利
用
期
間

 
７
月
17
日
㈯
～
８
月
31
日
㈫
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
小
野
民
芸
村
︵
こ
と
と
い
の
里)

 

※
監
視
人
が
い
な
い
12
歳
未
満
の

方
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

関
連
イ
ベ
ン
ト

 

魚
の
つ
か
み
取
り
、
魚
釣
り

 

・
と
き

 

 
７
月
18
日
㈰
 
午
前
９
時
30
分
～

 

・
参
加
費
 
無
料

 

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
管

理
係

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階)

問問

問

ご
利
用
く
だ
さ
い

 
 
 
 
 
 
 
市
営
プ
ー
ル

ご
利
用
く
だ
さ
い

 
 
 
 
小
野
川
自
然
プ
ー
ル

お
知
ら
せ

今月は、

国民健康保険税

     第１期

介護保険料第１期

 の納付月です。

納期内の納付をお

願いします。

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
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くらしの情報

 

※
い
ず
れ
も
全
国
送
料
込
み
で
発
送

 

第
38
回
ふ
る
さ
と
小
包
あ
ま
が
せ

物
語
︵
２
３
０
個
限
定
販
売
︶

  

８
月
９
日
㈪
 
全
国
一
斉
発
送

 

■
価
格
 
10
品
３
７
０
０
円

 

■
内
容
 
き
ゃ
ら
ぶ
き
の
佃
煮
、

梅
干
し
、
だ
ん
ご
粉
、
黄
な
粉
、

か
り
ん
と
う
、
ら
っ
き
ょ
う
、

ほ
お
ず
き
、
漬
物
、
て
づ
く
り

味
噌
、
玄
米
の
ポ
ン
菓
子

 

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
支
払
方
法
 
左
記
の
い
ず
れ
か

の
口
座
に
振
り
込
み

 

・
口
座
名
 
天
瀬
町
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
協
議
会

 

・
口
座
番
号

①
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
天
瀬
支
店
︵
普)

 

 
７
７
０
４
８
３
６

 

②
郵
便
局

 

 
０
１
７
５
０-

７-

８
４
６
４
０

 

■
申
込
方
法
 
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

 

※
申
込
書
は
、
天
瀬
町
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
協
議
会
事
務
局
、
Ｊ

Ａ
お
お
い
た
天
瀬
支
店
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

 

■
申
込
期
限
 
７
月
31
日
㈯

︻
申
込
先
︼
〒
８
７
７-

０
１
１
２

天
瀬
町
本
城
１
０
４
０-

２

天
瀬
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

議
会
事
務
局
︵
畦
道
グ
ル
ー
プ
内)  

☎
 
２
１
８
０

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
２
０
９
１

 

天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
課

☎
 
３
１
４
７

 

農
産
物
流
通
対
策
室

 

☎
 
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階)

 

ふ
れ
愛
ふ
る
さ
と
便

夏
の
便
︵
第
61
便
︶
津
江
ん
も
ん

 
８
月
３
日
㈫
 
全
国
一
斉
発
送

 

■
価
格
 
10
品
４
０
０
０
円

 
■
内
容
 
干
し
椎
茸
、
お
茶
、
て

づ
く
り
味
噌
、
ら
っ
き
ょ
う
、

梅
干
し
、
か
り
ん
娘
、
き
ゅ
う

り
、
山
菜
ご
飯
の
具
、
ふ
き
の

佃
煮
、
た
け
の
こ
水
煮

■
支
払
方
法
 
申
込
み
後
に
送
付

す
る
郵
便
振
込
用
紙
で
振
り
込
み

 

■
申
込
方
法

 

 
申
込
者
と
送
り
先
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
７
月
28
日
㈬

  ︻
申
込
先
︼ 

〒
８
７
７-

０
３
１
１

上
津
江
町
川
原
１
３
７
５-

23

上
津
江
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
事

務
局

☎
 
２
４
５
６
、
 
２
１
７
０

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
２
４
５
６
、
 

２
１
７
７

 

農
産
物
流
通
対
策
室

☎
 
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階) 

   

 
日
田
市
で
は
、
現
在
、
約
１
万

６
０
０
０
世
帯
、
４
万
２
０
０
０

人
が
下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

  

下
水
道
の
事
業
認
可
地
区
の
う

ち
、
未
整
備
地
区
で
も
順
次
事
業

を
実
施
し
、
今
年
は
、
石
井
・
藤

山
・
小
迫
・
二
串
・
上
手
・
中
ノ

島
の
各
地
区
で
、
引
き
続
き
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
下
水
道
利
用
時
の
注
意

 

・
水
洗
ト
イ
レ
の
紙
は
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
︵
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
︶
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
︵
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

は
流
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
︶

 

・
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
、
て
ん
ぷ

ら
油
・
サ
ラ
ダ
油
・
自
動
車
廃

油
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

・
宅
内
の
下
水
ま
す
を
開
け
て
、

ご
み
や
雨
水
等
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
︵
詰
ま
り
の
原
因

と
な
り
ま
す
︶

 
■
地
下
水
使
用
の
変
更
届

 

 
地
下
水
を
利
用
し
て
下
水
道
を

使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、
家
族
の

使
用
人
数
︵
住
民
票
の
人
数
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
︶
に
よ
り
使
用

料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
人
数
の
変
更
や
地
下
水
の
使
用

を
や
め
た
場
合
な
ど
は
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

下
水
道
課
管
理
係

☎
 
８
２
１
９
︵
市
役
所
５
階) 

  

 

  

第
１
期
分
、
１
年
間
分
︵
４
期

分
一
括
︶
、
５
年
間
分
︵
20
期
分

一
括
︶
を
連
記
し
た
納
入
通
知
書

を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。︵
平

成
21
年
度
以
前
か
ら
納
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
第
１
期
分
と
１
年
間

分
を
連
記
し
た
も
の
を
送
付
︶

 

 
納
付
方
法
を
選
び
、
納
期
限
︵
８

月
２
日
︶
ま
で
に
市
内
の
各
金
融

機
関
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

  

第
１
期
分
を
納
入
さ
れ
た
方
は
、

第
２
期
か
ら
４
期
分
の
納
入
通
知

書
を
次
の
時
期
に
送
付
し
ま
す
。

 

・
第
２
期
分
 
９
月

 

・
第
３
期
分
 
11
月

 

・
第
４
期
分
 
平
成
23
年
２
月

 

※
１
年
間
・
５
年
間
分
を
一
括
で 

納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
前
納
報

奨
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

※
藤
山
町
、
二
串
町
、
石
井
町
二

丁
目
の
各
一
部
に
土
地
を
所
有

し
て
い
る
方
も
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

※
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で

売
買
、
相
続
等
に
よ
り
所
有
権

移
転
が
あ
っ
た
方
は
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

下
水
道
課
管
理
係

☎
 
８
２
１
９
︵
市
役
所
５
階) 

 

  

■
受
付
日

 

 
８
月
８
日
㈰
 
午
前
８
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

 

■
受
付
場
所

 

 
清
掃
セ
ン
タ
ー
︵
緑
町
一
丁
目
︶、

最
終
処
分
場
︵
大
山
町
東
大
山)

 

■
対
象

 

 
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

 

※
当
日
は
、
場
内
で
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
搬
入
す
る

際
に
は
ご
み
を
分
別
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。︵
分
別
方
法
は
、

ご
み
分
別
辞
典
及
び
ご
み
収
集

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︶

 

※
最
終
処
分
場
は
、
埋
め
立
て
ご

み
︵
土
、
が
れ
き
、
陶
器
、
ガ

ラ
ス
等
︶
の
み
の
受
入
れ
で
す
。

 

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
最
終
処
分
場

は
、
８
月
13
日
㈮
は
お
休
み
で

す
。

 

※
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

は
、
通
常
ど
お
り
受
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。
︵
生
ご
み
の
搬
入

は
可
能
︶

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

 

☎
 
０
１
１
１

 

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
 
５
８
１
１

 

生
活
環
境
課
廃
棄
物
処
理
係

 

☎
 
８
２
０
８
︵
市
役
所
２
階)

問

問

問

問

問
夏
の
ご
あ
い
さ
つ

ふ
る
さ
と
の
味
を
贈
り
ま
せ
ん
か

平
成
22
年
度

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

 
 
 
 
納
入
通
知
書
を
送
付

ご
み
の
持
込
み
が
で
き
ま
す

 
 
︵
お
盆
前
の
特
別
受
付
︶

下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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次
の
場
合
は
、
市
や
県
の
許
可

が
必
要
で
す
。

 

・
農
地
の
取
得
や
貸
し
借
り
を
行

う
場
合

 

※
農
地
を
取
得
す
る
方
は
、
適
格

者
︵
耕
作
面
積
が
申
請
地
を
含

め
て
30
ア
ー
ル
以
上
︶
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

・
農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
場
合

 

※
申
請
手
続
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

 

※
許
可
に
は
、
必
要
な
要
件
が
あ

り
ま
す
。

 

■
申
請
方
法
 
左
記
窓
口
で
申
請

 

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

☎
 
８
２
１
３
︵
市
役
所
３
階) 

 

 

   

■
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

 

 
食
中
毒
の
病
原
菌
を

 

①
つ
け
な
い

②
増
や
さ
な
い

 

③
殺
菌
す
る

 

■
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
生
鮮
食
品
は
、
鮮
度
の
良
い
も

の
を
選
ぶ
。

②
冷
凍
や
冷
蔵
の
必
要
な
も
の
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
凍
・

冷
蔵
庫
へ
。

③
手
を
し
っ
か
り
洗
う
。

④
冷
凍
食
品
を
室
温
で
解
凍
し
な

い
。
︵
解
凍
は
電
子
レ
ン
ジ
や

冷
蔵
庫
を
使
用
す
る
︶

⑤
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど

は
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を
か
け
て

消
毒
を
。
使
用
後
は
、
洗
浄
・

消
毒
・
よ
く
乾
か
す
。

 

⑥
食
品
を
加
熱
す
る
際
は
、
食
品

の
中
央
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に

十
分
加
熱
す
る
。

⑦
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き

も
十
分
に
加
熱
す
る
。

 
⑧
井
戸
水
や
受
水
槽
の
衛
生
管
理

に
注
意
す
る
。
殺
菌
さ
れ
て
い

な
い
水
は
、
煮
沸
し
て
飲
む
。

 

※
腹
痛
や
下
痢
、
吐
き
気
、
お
う

吐
な
ど
食
中
毒
を
疑
う
よ
う
な

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
医

師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

地
域
保
健
課
保
健
医
療
係

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

    

 
39
歳
以
下
の
方
は
、
低
料
金
で

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
７
月
28
日
㈬
・
30
日
㈮

 

 
 
咸
宜
公
民
館

 

・
８
月
２
日
㈪
・
４
日
㈬

 

 
 
三
芳
公
民
館

 

・
８
月
22
日
㈰

 
  

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

 

 
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
10
時

  

※
胃
が
ん
検
診
は
朝
食
を
食
べ
ず

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

※
基
本
健
診
・
大
腸
が
ん
検
診
を

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
容
器

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
受
診
料

                  

■
大
腸
が
ん
尿
検
査
容
器
設
置
場
所

 

・
地
域
保
健
課

 

 
 
健
康
支
援
係
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 
内)

 

 
 
保
健
医
療
係
︵
市
役
所
１
階)

 

・
咸
宜
公
民
館

 

・
三
芳
公
民
館

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内
︶

 

   

 
７
月
１
日
に
﹁
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
﹂
の
検
診
手
帳
と
ク
ー
ポ

ン
券
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

■
対
象
者

 

 
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

22
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
次
の

年
齢
に
達
し
た
方

 

・
子
宮
が
ん

 

 
20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳

 

・
乳
が
ん

 

 
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳

 

※
４
月
20
日
以
降
、
日
田
市
に
転

入
さ
れ
た
方
で
、
前
住
所
地
の

市
町
村
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持

ち
の
方
は
、
日
田
市
の
ク
ー
ポ

ン
券
と
交
換
し
ま
す
。

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内
︶

■
と
き
 
７
月
27
日
㈫

 

 
午
後
６
時
30
分
～
８
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 

■
内
容

 

・
演
題
 
﹁
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ

い
て
～
眠
れ
て
い
ま
す
か
～
睡

眠
と
休
養
の
と
り
方
﹂

 

・
講
師

 
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

 

 
影
山
隆
之 

教
授

 

■
参
加
費
 
無
料

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

問

問

問

問 問

問

農
地
に
関
す
る
手
続

食
中
毒
の
予
防
を

39
歳
以
下
健
診

保
健
・
福
祉

﹁
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
﹂
の

検
診
手
帳
・
ク
ー
ポ
ン
券
配
付

健
康
講
演
会
を
開
催

～
上
手
に
休
養
を
取
る
た
め
に
～

基本健診

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

B型C型肝炎検査

乳がん検診（マンモグラフィー）

1,000円 

800円 

200円 

300円 

2,625円 

3,500円 
29歳以下
2,758円
19歳以下
3,500円

30歳～39歳
500円

20歳～39歳
700円

乳がん検診（超音波）

子宮頸がん検診

料金検診名

 

 
７
月
１
日
号
︵
く
ら
し
の
情
報
︶

で
お
知
ら
せ
し
た
内
容
が
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

﹁
広
報
ひ
た
﹂
の
１
日
記
者
を
募

集
し
ま
す

 
■
と
き
 
８
月
10
日
㈫

 
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
３
階
３
０
２

 
・
３
０
３
会
議
室

 

■
対
象
 
市
内
の
小
学
校
４
～
６

 
年
生
︵
４
人
１
組
︶

 

■
募
集
数
 
４
組

 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

 

■
申
込
方
法

 

 
電
話
で
左
記
に
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
７
月
30
日
㈮

 

広
報
室

☎
 
８
６
２
７
︵
市
役
所
６
階)

広報

次回は

８月１日号
８月２日㈪に発送します。
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くらしの情報

     

 
市
で
は
、
法
改
正
に
伴
い
、
平

成
22
年
度
か
ら
６
年
間
の
過
疎
対

策
を
示
し
た
日
田
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

  

策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

 
計
画
案
は
、
左
記
窓
口
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
意
見
提
出
方
法
 
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
提
出
又
は
地
域
振
興

課
、
市
民
課
３
日
以
内
窓
口
、

各
振
興
局
総
務
振
興
課
、
各
振

興
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備
付
け
の

意
見
書
で
提
出

 

■
意
見
提
出
期
限
 
８
月
９
日
㈪

 

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 
☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

   

 
日
田
市
を
担
う
青
年
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
派
遣
し
、
産
業
、
経
済
、

文
化
等
を
学
び
、
国
際
化
社
会
に

対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
市
の
活
性
化
及
び
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
青
年
海

外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

■
対
象
者
 
市
内
の
お
お
む
ね
20

歳
以
上
40
歳
以
下
の
方
で
構
成

す
る
３
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ

 

■
研
修
期
間
 
原
則
３
週
間
以
上

 

■
補
助
金
額
 
交
通
費
と
宿
泊
費

に
係
る
金
額
の
２
分
の
１
を
補

助
︵
上
限
20
万
円
︶

 

■
申
込
期
限
 
10
月
29
日
㈮

 

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
必
ず

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
企
画
書
等
の
提
出
に
つ
い

て
、
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

 

企
画
課
国
際
交
流
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

    

■
と
き

 

 
８
月
21
日
㈯
 
午
後
７
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
銀
行
ド
ー
ム

 

■
対
象
 
日
田
市
民

 

■
募
集
数
 
６
０
０
人
︵
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
申
込
方
法
 
往
復
は
が
き
の
往

信
裏
面
に
﹁
８
月
21
日
の
草
津

戦
﹂
と
書
き
、
希
望
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
チ

ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
を
記
入
の

上
、
申
込
み
︵
未
就
学
児
は
無

料
の
た
め
応
募
不
要
︶

 

※
１
枚
で
５
人
ま
で
申
込
み
可
能
。

 

※
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
に
は
、

申
込
み
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
会
場
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
先
 
〒
８
７
０-

０
１
２
６

大
分
市
大
字
横
尾
１
６
２
９

 

�
㈱
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

 

 ﹁
試
合
観
戦
︵
草
津
戦
︶﹂
係

 

■
申
込
期
限
 
８
月
６
日
㈮
必
着

 

大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
部

☎
０
９
７-

５
５
４-

２
２
５
０

 

企
画
課
政
策
企
画
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

    

■
と
き

 

・
予
選
 
11
月
13
日
㈯

 

・
決
勝
 
11
月
14
日
㈰

 

■
と
こ
ろ

 
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

 

■
出
場
資
格
 
コ
ツ
コ
ツ
節
を
愛

し
て
い
る
こ
と

 

■
申
込
先
 
左
記
窓
口
で
申
込
み

 
■
申
込
期
限
 
８
月
31
日
㈫

 
文
化
振
興
課
事
業
推
進
係

☎
 
５
０
０
０
︵
パ
ト
リ
ア
日

田
内
︶

   

■
内
容
 
す
べ
て
の
人
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
、
認

め
合
い
、
助
け
合
い
、
支
え
合

う
社
会
を
目
指
す
も
の
、
差
別

の
な
い
社
会
を
目
指
す
も
の
な

ど
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高
揚

を
目
指
す
も
の

 

・
サ
イ
ズ
 
Ｂ
２
又
は
Ｂ
３

 

■
対
象
 
県
内
に
居
住
、
通
勤
又

は
通
学
す
る
方

 

■
申
込
方
法
 
作
品
の
裏
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
生

の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
郵
送
又
は
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
作
品
は
、
未
発
表
の
創
作
作
品

に
限
り
ま
す
。

 

※
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
所
属
・
氏
名
の
掲
載
を

同
意
し
た
も
の
と
し
て
入
賞
作

品
を
公
表
・
使
用
し
ま
す
。

 

■
申
込
期
限
 
９
月
13
日
㈪
必
着

 ︻
申
込
先
︼
〒
８
７
０-

８
５
０
１

 

大
分
市
大
手
町
３-

１-

１

 

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

 

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
１
７
７

 

  

  

  

８
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
水

の
週
間
に
合
わ
せ
て
、
建
設
中
の

大
山
ダ
ム
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

  

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
工
事
現
場
も
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
と
き
 
８
月
１
日
㈰

 
・
午
前
の
部
 
午
前
10
時
～

 
・
午
後
の
部
 
午
後
１
時
30
分
～

 

 ︵
い
ず
れ
も
約
90
分
間
︶

 

■
と
こ
ろ
 
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構 

大
山
ダ
ム
建
設
所
︵
大

山
町
西
大
山
︶

 

※
見
学
は
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
募
集
数
 
 
各
50
人
︵
先
着
順)

 

■
申
込
方
法
 
水
資
源
機
構
大
山

ダ
ム
建
設
所
に
電
話
で
申
込
み

 

 
☎
 
３
３
０
０
︵
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時
︶ 

 

大
山
ダ
ム
対
策
室

☎
 
３
１
０
１
︵
大
山
振
興
局

内)

   

■
と
き
 
８
月
22
日
㈰

 

・
集
合
時
間
 
午
後
６
時

 

・
競
技
開
始
 
午
後
６
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
29
日
に
順
延 

■
と
こ
ろ
 
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

■
チ
ー
ム
編
成
 
１
チ
ー
ム
４
人

 

※
高
校
生
以
下
を
必
ず
一
人
以
上

含
む
こ
と
︵
複
数
の
家
族
の
合

同
参
加
も
可
能
︶

 

■
参
加
費
 
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

 

■
募
集
数
 
24
チ
ー
ム
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
先
 
左
記
又
は
地
区
体
育

指
導
委
員
に
申
込
み

■
申
込
期
限
 
８
月
13
日
㈮

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

 

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階)

問問

問

問問

問

問

青
年
海
外
派
遣
事
業

 
 
 
 
 
 
参
加
者
を
募
集

日
田
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
へ
の
意
見
を
募
集

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ︵
対
ザ
ス
パ
草

津
戦
︶ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
招
待

市
制
70
周
年
記
念
事
業

 
コ
ツ
コ
ツ
節
日
本
一
大
会

 
 
 
 
 
 
 
出
場
者
募
集

人
権
ポ
ス
タ
ー
 
作
品
募
集

募
 
集

大
山
ダ
ム
建
設
現
場
見
学
会

親
子
ふ
れ
あ
い
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

イ
ベ
ン
ト
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■
と
き
・
内
容
 
７
月
24
日
㈯

 

・
昼
の
部

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

 
ち
び
っ
こ
河
川
広
場
、
ア
ヒ
ル

Ｌ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ス

 

・
夜
の
部
 
午
後
６
時
～
10
時

  

夢
花
火
、
地
元
小
学
生
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
な
ど

 

■
と
こ
ろ

 
大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

 
大
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
︵
大

山
振
興
局
内
︶
☎
 
３
１
０
１

 

日
田
地
区
商
工
会
大
山
支
所

☎
 
３
０
２
６

 

  

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
の
観
察

 

 
夏
の
星
座
や
８
月
12
・
13
日
に

か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ぺ
ル
セ

ウ
ス
座
流
星
群
を
観
察
し
ま
す
。

 

■
と
き
 
８
月
12
日
㈭

 

 
午
後
７
時
30
分
～
10
時

 

■
と
こ
ろ
 
生
涯
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
︵
萩
尾
公
園
内
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法

 

 
下
記
に
電
話
で
申
込
み

 

夏
休
み
科
学
実
験
教
室

 

■
と
き

 

①
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
の
飼

い
方
と
観
察

 
８
月
４
日
㈬

 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

 

②
葉
脈
づ
く
り
実
験

 
８
月
４
日
㈬

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

③
手
作
り
コ
イ
ル
モ
ー
タ
ー
づ
く
り

 

 
８
月
８
日
㈰

 

 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

④
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
づ
く
り

 

 
８
月
８
日
㈰

  

午
後
１
時
30
分
～
４
時

 
■
と
こ
ろ
 
博
物
館
２
階
学
習
室

 
■
対
象
 
小
学
生

 

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

 

■
募
集
数
 
25
人
︵
先
着
順
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■ 

申
込
方
法

 

 
下
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
７
月
17
日
㈯

 

地
質
探
検
教
室

 

■
と
き

①
大
山
町
の
地
層
観
察
と
化
石
採
集

 

 
８
月
３
日
㈫

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

 

・
準
備
す
る
も
の

 

 
弁
当
、
水
筒
、
金
づ
ち
、
マ
イ

ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
、
袋
、
新
聞

紙
、
筆
記
用
具
、
荷
札

 

※
帽
子
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
の
服

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

②
地
底
博
物
館﹁
鯛
生
金
山
﹂見
学

 

 
８
月
９
日
㈪

  

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

・
準
備
す
る
も
の

 

 
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具

 

■
対
象
 
小
学
校
３
年
生
以
上

 

※
両
方
の
参
加
が
必
要
で
す
。︵
ど

ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
は
不

可
︶

 

■
集
合
場
所

 

 
博
物
館
︵
バ
ス
で
移
動
︶

 

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

 

■
参
加
費

 

 
無
料
︵
入
館
料
は
別
途
必
要
︶

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
７
月
17
日
㈯

 

 
博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

      

■
と
き
 
８
月
６
日
㈮

 

■
と
こ
ろ

 

 
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

 
講
演
会

 
・
場
所
 
文
化
ホ
ー
ル

 

・
時
間
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

・
演
題
 
差
別
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
て
～
太
郎
が
恋
を
す
る
頃

ま
で
に
は
⋮
～

 

・
講
師
 
フ
ジ
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
 
栗
原
美
和
子 
氏

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

・
場
所
 
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

 

・
時
間
 
午
後
１
時
～
４
時

・
テ
ー
マ
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

の
人
権
啓
発
・
学
習
へ
の
招
待

～
楽
し
く
、
や
さ
し
く
、
深
く
、

人
権
を
考
え
る
た
め
に
～

 

・
講
師
 
桜
井
・
法
貴
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
研
究
所

 
桜
井
高
志 

氏

 

■
入
場
料
 
無
料

 

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

 

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
１
７
７

   

■
種
別
・
と
き
・
と
こ
ろ

                      

■
講
習
内
容

 

 
法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟

具
の
取
扱
い
、
実
技

■
受
講
料

     

 

             

■
申
込
期
間

 

①
 
 
８
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭

 

②
③
 
９
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮
 

 

■
申
込
先

 

・
旧
市
内
に
居
住
の
方

 

日
田
市
猟
友
会
︵
光
興
産
内
︶

☎
 
０
１
５
７

 

・
旧
郡
部
に
居
住
の
方

 

 
日
田
市
郡
猟
友
会
︵
古
賀
行
政

書
士
事
務
所
内
︶

☎
 
４
０
６
４

 

森
林
保
全
課
企
画
管
理
係

 

☎
 
８
２
１
２
︵
市
役
所
３
階)

問

問

問

問
平
成
22
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

第
36
回

 
大
山
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

博
物
館
 
イ
ベ
ン
ト
情
報

差
別
を
な
く
す
運
動
月
間

 
 
 
 
 
県
民
講
座
 
開
催

講
座
・
教
室
・
講
演
会

各7,000円

各9,000円

種別 受講料

ところとき種別

８月29日㈰

午前10時～午後４時30分

パトリア日田

☎25－5000

９月18日㈯

午前10時～午後４時30分

大分県林業会館（大分市）

☎097－545－1211

９月19日㈰～20日㈷

午前10時～午後４時30分
   〃

①網猟、わな猟

②網猟、わな猟

③第一種銃猟、

 第二種銃猟

網猟・わな猟及び第一種銃猟、網猟・わ

な猟及び第二種銃猟、網猟・わな猟及び

第一種銃猟並びに第二種銃猟

網猟、わな猟、第一種銃猟、第二種銃猟、

網猟及びわな猟、第一種銃猟及び第二種

銃猟
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くらしの情報

 

■
講
習
区
分

 

Ａ 

給
油
取
扱
所
で
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
へ
の
講
習

 

Ｃ 

Ａ
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
災
害
防
止
法
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
に
お

け
る
危
険
物
施
設
以
外
で
、
危

険
物
の 

取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
危
険
物
取
扱
者
へ
の
講
習

 

■
と
き

 

・
Ａ 

９
月
２
日

㈭

 

・
Ｃ 

10
月
５
日
㈫

 

 
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
︵
三
本
松
２
丁
目
︶

 

■
受
講
料
 
４
７
０
０
円
︵
大
分

県
収
入
証
紙
で
納
入
︶

 

■
申
込
期
間

 

 
７
月
26
日
㈪
～
８
月
２
日
㈪

 

※
申
請
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

 ︻
申
込
先
︼
日
田
市
危
険
物
安

全
協
会
︵
日
田
消
防
署
内
︶

☎
 
２
２
０
４

■
と
き
 
８
月
３
日
㈫

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
民
活
動
支
援
室
︵
パ
ト
リ
ア

日
田
２
階
︶

 

■
相
談
員

 
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

 

 ︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

   

■
と
き
 
８
月
４
日
㈬

 
午
前
９
時
～
正
午

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容

 
各
官
公
庁
に
対
す
る
意
見
・
要

望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

   

■
と
き
 
８
月
11
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 
※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

 
■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 

■
予
約
開
始
日
 
７
月
27
日
㈫

  

午
前
８
時
30
分
～

 ︻
申
込
先
︼
商
工
労
政
課
消
費

生
活
・
労
働
福
祉
係

 

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

■
と
き
 
８
月
17
日
㈫
 
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
教
育
事
務
所
４

階
西
会
議
室
︵
大
分
県
日
田
総

合
庁
舎
内
︶

 

■
対
象
 
聞
こ
え
や
こ
と
ば
の
発

達
が
気
に
な
る
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
及
び
保
護
者
、
関
係
者
︵
保

育
士
・
教
員
等
︶

 

■
相
談
員

 
大
分
県
立
聾
学
校
職
員

■
相
談
内
容
 
聞
こ
え
や
こ
と
ば

が
気
に
な
る
子
ど
も
の
学
校
や

家
庭
で
の
接
し
方
、
保
育
・
教

育
に
関
す
る
こ
と
等

 

■
申
込
方
法
 
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
左
記
に
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
８
月
９
日
㈪

 

大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７-

５
４
３-

２
０
４
７

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
０
９
７-

５
４
６-

２
１
１
１ 

 

馬
返
工
房
教
室
︵
ク
レ
イ
ア
ー
ト
︶

 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ
の
置
物

 

■
と
き

 

 
７
月
23
日
㈮
～
８
月
29
日
㈰
ま

で
の
①
金
曜
日
②
土
曜
日
③
日

曜
日
の
３
教
室

 
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

 

■
対
象
 
小
学
生
以
上

 

■
受
講
料
︵
教
材
費
︶

 

 
一
人
１
０
０
０
円

 

■
講
師
 
馬
返
ハ
マ
子 

氏

        

 

由
樹
工
房
教
室
︵
壁
飾
り
づ
く
り
︶

 

夏
休
み
手
づ
く
り
教
室

 

■
と
き

①
７
月
31
日
㈯
、
８
月
７
日
㈯

②
８
月
１
日
㈰
、
８
日
㈰

 

 
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

 

■
対
象
 
小
学
生
以
上

 

■
受
講
料
︵
教
材
費
︶

 

 
一
人
１
０
０
０
円

 

■
持
参
す
る
も
の

 
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

 
■
講
師
 
田
中
美
由
紀 

氏

       

 

末
廣
竹
細
工
教
室

 

竹
と
ん
ぼ
、
花
か
ご
、
写
真
飾
り
等

 

■
と
き

 

 
日
曜
日
︵
７
月
25
日
、
８
月
１
、

８
、
22
、
29
日
︶

  

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
対
象
 
小
学
生
以
上

 

■
受
講
料
︵
教
材
費
︶

 

 
一
人
１
０
０
０
円

 

■
講
師
 
末
廣 

章 

氏

         

※
い
ず
れ
の
教
室
も
左
記
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
管

理
係

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階)

問

問 問

問 問

問

平
成
22
年
度
 
聞
こ
え
と
こ
と

ば
の
教
育
相
談
会
 
 
 
無
料

小
野
民
芸
村︵
こ
と
と
い
の
里
︶

 
 
 
 
 
夏
休
み
体
験
講
座

平
成
22
年
度

 
 
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

相
 
談

ろ
う
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■
と
き
 
８
月
１
日
㈰
、
22
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

     

高
塚
夏
祭
り

 

□
と
き
 
７
月
24
日
㈯

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

□
と
こ
ろ

 
高
塚
愛
宕
地
蔵
尊
第
３
駐
車
場

 

□
内
容
 
ド
ラ
え
も
ん
シ
ョ
ー
、

庄
内
子
供
神
楽
、
〇
×
ク
イ
ズ
、

魚
の
つ
か
み
取
り
、
屋
台
村
な
ど

 

□
問
い
合
わ
せ
 
高
塚
夏
祭
り
実

行
委
員
会
︵
穴
井
︶／

 
☎
０
９
０-

７
１
５
４-

９
８
８
９

 
☎
 
９
２
０
０

   

パ
ソ
コ
ン
講
座
﹁
写
真
で
素
敵
な

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
﹂

 

□
と
き
 
７
月
25
日
㈰

 

 
午
後
１
時
～
３
時

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
視
聴
覚
教
室

 

□
対
象
 
文
字
入
力
な
ど
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
的
操
作
が
で
き
る
人

 

□
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

 

□
参
加
費
 
５
０
０
円

 

□
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
︵
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
︶

を
記
入
し
、
﹁
25
日
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
講
座
希
望
﹂
と
タ
イ
ト

ル
を
つ
け
て
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か

で
申
込
み

 

□
問
い
合
わ
せ
︵
申
込
先
︶

〒
８
７
７-

０
０
３
６

三
芳
小
渕
町
80
 
河
津
慶
子
／

 

☎
０
９
０-

７
９
８
８-

０
１
９
６

︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
０
７
１
８

 ︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

 k
e
ik

o
k
a
w

a
d
u
@

g
m

a
il.c

o
m

  

秋
そ
ば
の
栽
培
オ
ー
ナ
ー
募
集

 

 
そ
ば
の
種
ま
き
か
ら
そ
ば
打
ち

ま
で
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

収
穫
し
た
そ
ば
は
、
そ
ば
粉
に
し

て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

□
と
き
 
８
月
１
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
正
午
︵
種
ま
き
︶

 

※
雨
天
の
場
合
８
月
８
日
に
順
延

 

※
今
後
の
予
定

 

・
花
観
察
 
９
月
下
旬

 

・
収
穫
 
10
月
下
旬

 

・
そ
ば
打
ち
体
験
 
12
月
上
旬

 

□
と
こ
ろ

 
月
出
山
多
目
的
交
流
館

 

□
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

 

※
個
人
・
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。

 

□
参
加
費
 
大
人
３
０
０
０
円
、

 

 
小
学
生
１
０
０
０
円
︵
大
人
の

み
月
出
山
米
２
キ
ロ
付
き) 

 

※
た
だ
し
、
そ
ば
打
ち
体
験
は
、

別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

 

□
申
込
方
法
 
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
７
月
23
日
㈮

 

□
問
い
合
わ
せ
 
月
出
山
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
︵
阿
部
︶／

 

 
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
 
８
７
１
１

  

認
知
症
予
防
公
開
研
修
会

 

□
と
き
 
８
月
１
日
㈰

 

 
午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶

 

□
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て
の
寸
劇

 
・
講
演

 
演
題
 
認
知
症
予
防
は
﹁
ま
ち

づ
く
り
﹂
か
ら

 

 
講
師
 
福
岡
大
学
医
学
部
神
経

内
科
学
教
室 
山
田
達
夫 

教
授

※
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

□
参
加
費

 

 
前
売
り
券
５
０
０
円
︵
当
日
は

１
０
０
０
円
︶

 

□
問
い
合
わ
せ
︻
入
場
券
販
売
先
︼

日
田
市
介
護
支
援
専
門
員
協
議

会︵
宮
崎
︶／

 
☎
 
３
５
３
５
︵
日
田
園
内
︶

   

夏
休
み
木
工
教
室

 

□
と
き
 
８
月
１
日
㈰

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
木
材
協
同
組
合

︵
南
友
田
町
︶

 

□
対
象
 
小
学
生
︵
保
護
者
同
伴)

 

□
内
容
 
木
工
作
品
を
製
作
︵
原

則
一
人
１
作
品
︶

 

※
金
づ
ち
、
の
こ
ぎ
り
等
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

 

□
参
加
費
 
無
料

 

□
問
い
合
わ
せ
 
夏
休
み
木
工
教

室
開
催
事
務
局
︵
日
田
木
材
協

同
組
合
内
︶
／
☎
 
２
１
６
７

  

夏
休
み
食
品
衛
生
体
験
教
室
参
加

者
募
集
﹁
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

手
打
ち
う
ど
ん
﹂

 

□
と
き
 
８
月
２
日
㈪

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

□
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 

□
対
象
 
小
学
校
４
～
６
年
生
の

児
童
と
保
護
者
︵
２
人
１
組
︶

 

□
募
集
数
 
12
組
︵
先
着
順
︶

 

□
参
加
費
 
無
料

 

□
申
込
方
法

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
７
月
30
日
㈮

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
食
品
衛
生

協
会
／
☎
 
０
７
０
０

第
13
回
 
聖
涼
祭

 

□
と
き

 

 
８
月
７
日
㈯
 
午
後
５
時
～

 

□
と
こ
ろ

 

 
聖
陵
ス
ト
リ
ー
ム
︵
中
釣
町
︶

 

□
内
容
 
聖
陵
会
活
動
等
の
紹
介
、

バ
ザ
ー
、
屋
台
、
盆
踊
り
な
ど

 

□
問
い
合
わ
せ
 
聖
陵
ス
ト
リ
ー

ム
夏
祭
り
実
行
委
員
会

 ︵
熊
谷)

／
☎
 
３
１
１
１

  

燃
費
計
を
貸
し
出
し
ま
す

 
 

ひ
た
地
球
温
暖
化
防
止
協
議
会

で
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促

進
活
動
の
一
環
と
し
て
燃
費
計
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
愛
車
の
燃
費
や
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
効
果
を
計
測
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

□
貸
出
料
 
無
料

 

※
車
種
に
よ
っ
て
は
、
対
応
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

           

□
問
い
合
わ
せ
 
ひ
た
地
球
温
暖

化
防
止
協
議
会
︵
中
野
︶／

 
☎
 
６
６
６
３

問
日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談
 
無
料

‥

せ
い
り
ょ
う
さ
い

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

か
ん
と
う



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ロ
ウ
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ケ
ビ
ン
の

23

フ
ラ
ン
ス
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②

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

 

 
デ
ュ
マ
・
美
佳
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
  
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

 
  
７
月
に
な
り
、
夏
野
菜
が
お
い
し
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
月
は
、

そ
ん
な
夏
野
菜
を
手
軽
に
買
う
こ
と
が

で
き
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
身
近
で

大
切
な
場
所
、
マ
ル
シ
ェ
︵
市
場
︶
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

 
パ
リ
に
は
、
週
２
回
開
か
れ
る
野
外

露
天
型
の
朝
市
や
夕
方
市
、
屋
内
常
設

で
夕
方
ま
で
営
業
し
て
い
る
も
の
、
花

や
小
鳥
、
古
本
だ
け
を
扱
っ
た
特
別
な

も
の
な
ど
、
70
か
所
ほ
ど
マ
ル
シ
ェ
が

あ
り
ま
す
。

 

 
私
の
住
む
町
で
も
水
曜
日
と
土
曜
日

に
野
外
露
天
型
の
マ
ル
シ
ェ
が
開
か
れ

ま
す
が
、
地
元
の
人
は
大
き
な
か
ご
を

持
っ
て
行
き
、
一
週
間
分
の
買
物
を
し

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
外
食
は
と
て
も
割

高
な
の
で
、
安
く
て
新
鮮
な
野
菜
な
ど

が
手
に
入
る
マ
ル
シ
ェ
は
、
と
て
も
人

気
で
す
。

 

 
フ
ラ
ン
ス
は
農
業
が
盛
ん
な
国
で
、

野
菜
の
種
類
は
豊
富
で
色
鮮
や
か
、
味

も
濃
く
、
甘
み
も
あ
っ
て
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
見
か
け

な
い
黒
皮
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
紫
色
の
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
旬
の
果
物
や
チ
ー
ズ
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
卵
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
新
鮮
で
す
。

 

 
マ
ル
シ
ェ
に
行
く
と
、
店
主
さ
ん
の

声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

 

 
﹁
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、
マ
ダ
ム
。
さ
く

ら
ん
ぼ
は
自
然
栽
培
だ
か
ら
お
い
し
い

よ
﹂

 

 
﹁
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
、
い
ち
ご
２
パ
ッ

ク
で
４
ユ
ー
ロ
。
も
し
多
い
の
な
ら
食

べ
る
の
手
伝
う
よ
﹂
な
ど
、
い
ろ
ん
な

会
話
が
飛
び
交
い
ま
す
。
ば
っ
た
り
ご

近
所
さ
ん
に
会
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ

で
世
間
話
を
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

 

 
マ
ル
シ
ェ
は
季
節
の
野
菜
や
果
物
を

買
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
話
好
き
な
フ

ラ
ン
ス
人
た
ち
の
触
れ
合
い
の
場
所
。

色
鮮
や
か
で
、
活
気
も
あ
っ
て
雰
囲
気

も
含
め
て
楽
し
い
場
所
な
の
で
す
。

  

フ
ラ
ン
ス
に
旅
行
な
ど
で
訪
れ
た
と

き
は
、
建
物
だ
け
で
な
く
マ
ル
シ
ェ
散

策
も
お
勧
め
で
す
。

      

 
日
田
に
来
て
、

も
う
す
ぐ
２
か
月

に
な
り
ま
す
。
今

回
は
、
日
田
に
来

て
感
じ
た
衣
食
住

に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

 

 
ま
ず
、
﹁
衣
﹂
で
は
、
日
田
は
大
都

市
で
は
な
い
の
に
、
私
の
故
郷
よ
り
流

行
を
追
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
着
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
や
ス
タ

イ
ル
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。
女
性
は
、
い

つ
も
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
で
き
る
よ
う
な

感
じ
で
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

男
性
も
、
髪
形
が
お
し
ゃ
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

 

 
そ
の
反
面
、
伝
統
的
な
服
も
生
活
に

溶
け
込
ん
で
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

５
月
に
花
火
を
見
に
行
っ
た
と
き
浴
衣

姿
を
見
て
、
現
代
的
で
あ
り
な
が
ら
、

伝
統
的
な
文
化
も
よ
く
守
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

 

 
次
に
﹁
食
﹂
で
す
。
一
番
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
は
、
世
界
食
の
融
合
で
す
。

市
内
で
は
、
中
華
料
理
や
欧
米
料
理
店

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
中
国
で
は

大
都
市
で
な
い
と
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
も
、
日
田
で
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
の
西
洋
菓

子
店
で
売
っ
て
い
る
洋
菓
子
は
と
て
も

お
い
し
く
、
パ
ン
屋
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
パ
ン
が
あ
り
、
私
は
、
牛
肉

や
豚
肉
が
入
っ
た
パ
ン
が
大
好
き
で
す
。

 

 
世
界
的
な
料
理
は
、
外
食
の
店
だ
け

で
な
く
普
通
の
家
庭
料
理
に
も
自
然
に

溶
け
込
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

 
で
も
、
や
っ
ぱ
り
私
は
、
日
田
の
料

理
が
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

唐
揚
げ
な
ど
の
鶏
肉
料
理
は
、
私
の
口

に
よ
く
合
い
ま
す
。

 

 
そ
し
て
、
﹁
住
﹂
で
す
。
日
本
の
人

口
密
度
は
中
国
よ
り
高
い
で
す
が
、
日

田
に
は
一
戸
建
て
が
多
く
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
庭
が
付
い
て
い
る
和
風
の
家
が

あ
り
ま
す
。

 

 
環
境
も
守
ら
れ
て
い
て
、
空
気
も
き

れ
い
だ
し
、
緑
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
環

境
保
護
は
、
急
速
に
発
展
し
て
い
る
現

在
の
中
国
に
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
、
日
本
の
い
い
経
験
を
参
考
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

  

私
は
今
、
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
て
、

最
上
階
の
せ
い
か
、
日
田
は
日
差
し
が

強
い
か
ら
か
、
夏
に
近
付
け
ば
近
付
く

ほ
ど
室
内
が
蒸
し
暑
く
感
じ
て
き
ま
し

た
。

 

 
﹁
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
﹂
と
い

う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
祖
国
と
違
う

環
境
を
体
験
し
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
、

本
当
の
国
際
交
流
だ
と
感
じ
ま
す
。

 

 
私
は
、
日
田
で
の
生
活
や
体
験
を
あ

り
が
た
く
受
け
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
国

際
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

店主さんは、いつも明るく

声をかけてくれます

色鮮やかな果物が並ぶマルシェ



日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 30文月の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～
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差
別
落
書
き
対
応
啓
発
①

「一張一弛」は文武の道なり
いっちょういっし

差
別
落
書
き
と
は
？

 

 
落
書
き
と
は
、
文
字
や
絵
を
い
た
ず
ら

に
書
く
こ
と
で
す
。
公
衆
ト
イ
レ
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
に
書
か
れ
る
こ
と
が
多

く
、
軽
犯
罪
法
や
刑
法
の
器
物
損
壊
罪
で

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

 
落
書
き
の
中
で
も
、
特
定
の
個
人
や
集

団
に
対
し
て
、
差
別
や
偏
見
に
基
づ
き
、

人
の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
差
別
語
や
差

別
表
現
を
用
い
た
落
書
き
を
﹁
差
別
落
書

き
﹂
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
差
別
落

書
き
は
、
刑
法
の
侮
辱
罪
や
名
誉
き
そ
ん

罪
で
訴
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

 
差
別
落
書
き
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
差
別
語
や
差
別
表
現
は
、
次
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

・
差
別
語

 

あ
る
特
定
の
人
物
や
集
団
に
対
し
て
、

差
別
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
る
言
葉

自
体
に
差
別
性
が
あ
る
単
語
。
特
に
明

確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

 

・
差
別
表
現

 

主
観
的
意
図
の
有
無
に
関
係
な
く
、
客

観
的
に
み
て
差
別
性
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
表
現
。
差
別
語
を
使
用
し
て
い
る

か
否
か
は
関
係
な
い
。

 

差
別
落
書
き
が
も
た
ら
す
影
響
は
？

 

 
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
。
そ

れ
は
、
す
べ
て
の
人
が
望
む
社
会
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

 

 
し
か
し
、
そ
の
努
力
を
踏
み
に
じ
る
行

為
、
そ
れ
が
差
別
落
書
き
で
す
。

 

 
差
別
落
書
き
は
、
一
方
的
に
相
手
を
中

傷
し
た
り
、
侮
辱
し
た
り
す
る
陰
湿
で
悪

質
な
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
中
傷
さ
れ
た
個

人
や
集
団
に
対
し
て
強
い
衝
撃
や
大
き
な

苦
痛
を
与
え
る
た
め
、
重
大
で
深
刻
な
社

会
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

 

 
ま
た
、
﹁
一
枚
の
割
ら
れ
た
窓
ガ
ラ
ス

を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
更
に
割
ら
れ

る
窓
ガ
ラ
ス
が
増
え
、
い
ず
れ
町
全
体
が

荒
廃
し
て
し
ま
う
﹂
と
い
う
理
論
︵
割
れ

窓
理
論
︶
が
あ
り
ま
す
。
差
別
落
書
き
も

こ
れ
と
同
じ
で
、
一
つ
の
差
別
落
書
き
を

不
特
定
多
数
の
人
が
見
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

見
た
人
に
新
た
な
差
別
意
識
を
植
え
付
け
、

更
に
差
別
落
書
き
を
助
長
さ
せ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

 

 
差
別
落
書
き
は
、
町
の
汚
れ
の
始
ま
り

で
あ
る
と
同
時
に
、
心
の
汚
れ
の
始
ま
り

で
も
あ
る
の
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

    先日、水戸市を訪れました。

 昨年11月に加藤水戸市長さん 

が日田市に来られ、近代日本の

学 問・教育遺産群として、世界

遺産登録に向け咸宜園も加わっ

て一緒に取り組みましょうとの

提案をいただきました。私は夢のあるお話なので日

田市も水戸市、足利市、備前市と共に取り組むこと

を約束し、今回はその答礼もあってお伺いし、弘道

館と偕楽園を案内してもらいました。

  弘道館と偕楽園は、ともに第９代水戸藩主徳川斉

昭公が創設し、斉昭公がそれぞれ創設の意義を自ら

記した石碑があります。「弘道館記」は２メートル

を超える高さの大理石に刻まれており、「天地の基

本原理である道を弘めるのは人である」と始まり、

弘道館の名前の由来が書かれています。また、偕楽

園記碑には、「一張一弛」という言葉があり、弘道

館で徳を修め、学業を勧め、偕楽園で余暇を過ごし、

詩歌、管弦に楽しむように、「一張一弛 は文武の道

なり」と記されています。淡窓先生も咸宜園での厳

しい学問だけでなく、日田の自然の中で遊び、詩を

読ませるという教育をされており、相通じるところ

があり感じ入りました。

  偕楽園は日本三大名園といわれます。偕楽とは、

身分に関係なく皆楽しむという意味だそうです。弘

道館から３キロメートルほど離れていますが、学生

が学問に張りつめた気分を緩め憩う場所であり、ま

た庶民誰でもが楽しむ場所です。斉昭公は90歳以上

の近隣のお年寄りを

招待して楽しんでい

たそうです。

  弘道館と偕楽園が

相 まって学問教育が

なさ れていたことを

初めて 知った水戸市

の訪問で した。 水戸市長と一緒に弘道館を見学

かいらくえん

なり

あき
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戸
末
期
、
当
時
の
西
国
郡
代
塩
谷
大
四
郎
の
命
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
、

日
田
︱
玖
珠
往
還
改
修
に
伴
い
新
た
に
築
成
さ
れ
た
も
の
で
、
隧
道
と

そ
れ
に
通
ず
る
石
畳
道
が
残
さ
れ
て
い
る
。
天
保
３
年 

︵
１
８
３
２
年
︶
以

前
に
は
貫
通
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

  

入
り
口
の
石
柱
に
は
﹁
嘉
永
七
年
甲
寅
八
月
吉
日
 
切
抜
之
内
甃
寄
附
 

豆
田
町
 
広
瀬
久
兵
衛
 
石
工
 
中
国
助
二
郎
﹂
と
刻
銘
が
あ
る
。
長
さ
52

メ
ー
ト
ル
の
隧
道
は
、
当
時
の
土
木
技
術
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
、
中

国
は
お
そ
ら
く
周
防
辺
り
の
石
工
で
あ
ろ
う
。
隧
道
の
両
側
に
は
立
派
な
石

畳
道
も
残
さ
れ
て
い
る
。

 
完
工
か
ら
１
６
０
年
余
り
。
今
も
往
時
を
し
の
ば
せ
る
姿
で
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
る
。

江 ﹁
川
原
隧
道
と
石
畳
﹂
︵
天
瀬
町
女
子
畑
︶

〔作者〕

 （市ノ瀬町）

阿部 久喜男さん

   定年後の楽しみとして、行楽も兼ねてあちらこちらを見て回り、撮影

し、印象に残ったものを出展しています。自分の思うように撮れないこ

ともありますが、前向きに楽しみや感性を一番に考えています。

  今後は、市内の風景が変わっていく様を写真に残したいと考えていま

す。また、ベテランの作品や若い人のパワーのある写真が、美術展など

で、より多く見られるようになることを願っています。

第
５
回
日
田
市
美
術
展
 
写
真
の
部

日
田
市
教
育
長
賞

護
摩
焚
き
 
 
阿
部
 
久
喜
男

か
わ
ば
る
ず
い
ど
う

︻
作
品
評
︼

 

 
燃
え
上
が
る
炎
の
色
を
考
え
、
護
摩

焚
き
の
様
子
を
撮
っ
た
迫
力
あ
る
作
品

で
す
。

 

 
︵
大
分
県
美
術
協
会
写
真
部
会
長

 

 
 
 
 
 
 
 
 
大
崎
輝
彦
先
生
︶

ご
 
ま
 
だ


